
２０2１年度

長浜赤十字病院
病院紹介



長浜市

琵琶湖

人口 115,978人

人口 38,171人

米原市

2021.12.1現在

• 滋賀県は
全国で数少ない人口増加県

• 湖北地域は人口16万余人
• 医療に関して他地域への流出も、
他からの流入も少ない



長浜赤十字病院の特徴

・救命救急センター
湖北医療圏の救命救急医療を担っています

・地域医療支援病院指定
湖北医療圏の地域医療を担っています

・地域周産期母子医療センター
湖北医療圏の周産期・新生児医療を担っています

・精神科急性期病棟
精神科救急を担っています

・地域災害医療センター・基幹原子力災害拠点病院

災害時にはいち早く医療を提供します



病院の理念

【理念】

「人道・博愛」の赤十字精神にのっとり、やさしさのある

全人的医療を提供します。

【基本方針】

１.常に研修・研鑽に努め、安全で高度な医療を提供します。

２.個人のニーズ、人権、プライバシーに配慮し、患者さん中
心の医療を展開します。

３.地域の保健・医療機関との連携を強化します。

４.救急医療を充実し、災害救護、国際救援にも積極的に参加
します。

５.広報活動、住民教育、各種行事への参画などを通し街づく
りに貢献します。



●病床数 ４９2床 一般病棟 ： ４18床

精神病棟 ： ７０床

感染症病床： ４床

●特徴 地域医療支援病院 救命救急センター

地域周産期母子医療センター

地域災害医療センター・災害拠点病院・基幹原子力災害拠点病院

滋賀県地域がん診療連携支援病院 など

●診療科 内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病・内分泌内科、

神経内科、血液内科、呼吸器内科、内視鏡内科、肝臓内科、

小児科、精神科、外科、乳腺外科、肛門外科、呼吸器外科、

整形外科、脳神経外科、形成外科、内視鏡外科、皮膚科、

泌尿器科、産科、婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、

リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、救急科、

麻酔科、歯科口腔外科

●患者数 一日平均外来患者数：約 1,000人

一日平均入院患者数：約 400人

病院の概要



救急患者 年間 約23,000人
救急車 年間 約3,700台
ヘリ搬送 年間 約30機

救命救急センター
～大切な生命を救うために～



地域医療支援病院
～心が通う地域、社会のために～

地域の診療所を後方支援し、病院機能の役割分担と機能連携を推し進めます



地域周産期母子医療センター

地域の周産期医療の中心的役割を担う為に、最新の医療機器を
備え高度医療を提供します

～かけがえのない、ちいさな生命のために～





地域災害医療センター
基幹原子力災害拠点病院

災害時にはいち早く医師や看護師を派遣します

～災害で苦しむ人のために～



震災等での救護活動

①

２



ミッション：人道・博愛の赤十字精神にのっとりやさしさのある全人的医療を提供します
ビジョン：地域医療ビジョンにおける長浜赤十字病院の役割発揮

２０２１年度 長浜赤十字病院 看護部戦略マップ

戦略テーマ
医療機能分化・強化・連携と
地域ケアシステムの推進

患者にとって安心･安全で

信頼される質の高い看護の実現
働き方改革の推進

財務の視
点

顧客の視
点

業務プロ
セスの視
点

学習と成
長の視点

安心・安全で信頼されるケアの提供

急性期病院としての機能発揮と経営の安定化
ワークエンゲージメン

トの実現

医療従事者等の負担軽減

キャリア開発・看護実践能力の向上

地域包括ケ
アシステムの

推進 重点的な医療
分野の看護の

充実

医療安全・感染管理
の強化

ヘルシーワーク プ
レイスの推進

チーム医療の推進

適正な
病床編
成



202１年度看護部目標

1. 急性期病院としての機能発揮と経営の安定化

2. 安心・安全で信頼されるケアの提供

3. 地域包括ケアシステムの推進

4. 重点的な医療分野の看護の充実

5. 適性な病床編成

6. 医療安全・感染管理の強化

7. ワークエンゲージメントの実現（仕事のやりがい感・達成感）

8. ヘルシーワークプレイスの推進（健康で安全な職場）

9. チーム医療の推進

10.医療従事者等の負担軽減

11.キャリア開発・看護実践能力の向上



看護部職員数 （R４年１月1日現在）

看護師：５４８人

助産師： ３９人

准看護師： ２人

看護師合計：５８９人

看護助手：３７人

看護部職員：６２６人
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11分野15名の認定看護師が活躍

•感染管理
•緩和ケア
•がん性疼痛看護
•救急看護
•認知症看護
•皮膚排泄ケア
•がん化学療法
•新生児集中ケア
•集中ケア
•糖尿病看護
•精神科

・特定行為研修修了者 2名
・クリティカルケア専門看護師 1名



看護の専門性発揮

• 糖尿病外来

• フットケア

• リンパ浮腫外来

• ストマ外来

• 物忘れ看護相談外来

• 助産外来

• 院内助産（１７名のアドバンス助産師）



●院内の行事

健康フェスティバルでBLS講習 曳山祭り救護

互助会スキーツアー互助会ボーリング大会クラブ部活動







長浜赤十字病院看護部
教育システム



           『「みんなで育てる」屋根瓦方式』 
                                           

 

・ 新人研修プログラムの策定、企画および運営に対する 

指導および助言 

                                     ・ 研修の全課程と結果の責任を有する。 

 

 

 

 

 

                                                            

・各部署で新人研修の運営を中心と 

なって行なう人 

                                          ・プリセプターへの助言と指導を 

行ない、新人看護職員への指導、 

評価も行なう。 

                                                 

                                                 

・新人看護職員にたいして、臨床実

践に関する実地指導、評価等を行

なう者 

新人教育指導者 

プリセプター 

新人看護職員 

教育委員会 

研修責任者 

新人看護職員教育システム
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赤十字施設の看護師キャリア開発ラダー



赤十字施設の看護師キャリア開発ラダーの構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

到達目標

赤十字

看護実践

マネジメント

教育･研究

グローバルヘルス

登るはしごの数は5段階

５
つ
の
能
力
の
枠
組
み

それぞれの到達基準
（行動指標）を設定



学習を支援する設備とシステム

•メディカルスキルアップセンター ２号館２階

集合研修

病棟・各課 勉強会

医行為・看護技術練習

•学研ナーシングサポート

eラーニングシステムで「いつでも・どこでも・勉強できる」

学習ツール



メディカルスキルアップセンター





長浜赤十字病院で
看護師としてのキャリアアップを！



興味のある分野を
見つけられます！

優しい先輩と一緒に
安心して働けます！

一緒に働けるのを
待っています



私が新人の時のお話です
初めてのことだらけで毎日精一杯でした
それに私は長浜の出身ではない為

知り合いもおらず初めは心細かったです
しかし先輩方は優しく丁寧にご指導してくれました

落ち込んでいるときは励ましの言葉
できることが増えてたときは一緒に喜んでくれました

看護師の仕事はとっても大変ですが
頼れる先輩、何でも相談出来る同期

周りの方々に恵まれて仕事ができていると感じています
是非長浜赤十字病院で一緒に働きましょう！ （３年目Ｎｓより）



8病棟は、婦人科と整形外科を主としたレディース病棟です。
オペ前後の看護をしてみたい！という方は是非来てくださいね★

また、消化器内科などその他の科を担うことも多く、とても勉強になり、実力がつ

きます！病棟の雰囲気は和気あいあいとしており、相談もしやすくて良い職場です

新人教育も丁寧で、病棟のプログラムも明確で安心して成長できると思います！★

みなさんと働ける日を楽しみにしています。 （3年目Nｓより）



先輩達と
頑張ってます！！！

一緒に

働きましょう
♪♪♪

３東

救急・ICU病棟



子どもたちの未来のために
素敵な施設で一緒に頑張りましょう

７西･
NICU



朝の申し送り風景



お待ちし
て

おります







≪ 給与関係 ≫

（１）初任給
保健師・助産師 ２１５，２００円
看護師（大学卒） ２１５，２００円
看護師（３年卒） ２０９，８００円
＊年１回定期昇給あり

（２）地域手当
（本俸＋役付手当＋扶養手当）×率（３％）

（３）通勤手当 ①自動車通勤
②公共交通機関等利用

（４）住居手当 賃貸のみ支給有（限度額有り）

（５）扶養手当

（６）時間外手当、深夜手当

（７）特殊勤務手当
血液透析業務、精神科病棟、感染症患者の看護、放射線作業

（８）賞与 年２回



≪ 福利厚生 ≫

（１）休日 土・日、祝日、当院の創立記念日、年末年始
看護部は4週6休シフト制

（２）休暇等 有給休暇、特別有給休暇（冠婚葬祭等）、夏季休暇
育児休業、
育児短時間勤務制度

（３）保育料助成 月額5,000円 対象年齢３才まで

（４）寮 当院で借り上げているアパート １棟
ワンルームで自己負担 ２０，０００円／月

（５）互助会

（６）年金制度 厚生年金保険、日赤企業年金基金

（７）奨学金制度 看護大学の学生対象（現在休止中）

（８）ベネフィットステーションサービス
慶弔見舞金 結婚お祝い金、出産お祝い金、傷病見舞金

永年勤続表彰記念品として、旅行券贈呈
勤続１０年、勤続２０年、勤続３０年





ヘリポート
地域災害医療センターとして、災害の発生時や山岳などでの遭難時などに重症
救急患者さんの受入れや、専門病院への患者の搬送も行っています。
２０１５年の４月からドクターヘリの運用も始まり、当院はヘリポート使用

件数は年間３０件以上あります。

レディース病棟

病床数は３５床、８Ｆをレディース病棟として運営しています。主に婦人科
や整形外科手術後の急性期ケアや高齢患者の看護ケアを行っています。また、
多岐に渡る疾患にも対応している混合病棟です。スタッフも全員女性できめ
細やかな看護を目指しています。

産婦人科病棟
平成17年3月31日より地域周産期母子医療センターに指定されています。病床
数は36床、令和元年12月病棟編成にて産科単科の病棟になりました。分娩件数

は、５００件を超えています。多くの助産師、看護師がやりがいをもって働い
ています。湖北・湖東地域の周産期医療の充実を目指しています。



小児病棟
当院は地域周産期母子医療センターで、7西病棟は15歳未満のお子さんが入院する小児病棟
（38床）とNICU・GCUが併設されています。令和元年にNICU・GCU改築工事が行われ、
NICUの病床数が6床から9床に拡張されました。これにより最新の設備・機器が取り揃えら
れ最先端の医療が提供できるようになりました。併設のGCUは12床でNICUとともに改築さ
れ、快適な療養環境が整いました。
小児病棟は主に急性疾患児を中心に入院治療しています。手術目的に入院されるお子さんも
おられます。採血や点滴、処置などを頑張るお部屋（処置室）は、キャラクターで飾り付け
がしていたり、処置中には自分の好きなDVDがみられるようになっています。
プレイルームは令和元年度に改築され、広く温かい雰囲気で絵本やおもちゃがいっぱいあり
ます。主治医の許可がでたお子さんが集まって遊んでいます。

救急病棟
ＩＣＵ7床を含む20床で、常時４対１の手厚い看護配置となっています。
24時間体制で救急入院患者を受入れています。緊急事態に対応できるよう
手術室等に隣接しています。
一ヶ月約2000人余りの救命センター受診患者があり、そのうちの約15%が入
院になっています。

救命救急センター

三次救命救急センターに指定されており、湖北医療圏の救命救急の拠点です。
毎月約2000人の受診者があり年間約2万人が受診されています。

手術室
７室の手術室があり、クリーンルームを設けています。年間の手術件数は
約3900件です。
2018年からロボット支援手術も導入しており、年間55件行っています。

（2019年度実績）



地域医療連携課
当院は昨年2009年6月には地域医療支援病院に承認されました。地域連携の窓
口として地域医療連携室を設置しています。また、地域の先生方の為の開放型
病床を２０床分散配置しています。
紹介患者さんの受入れは、主にＦＡＸと電話で行っています。診察予約以外に、
放射線検査、内視鏡検査の受入れも行っています。

訪問看護ステーション
８名の看護師と2名の理学療法士が、在宅で療養されている利用者さんのお宅に
訪問し、安心して療養生活を送っていただけるようなケアを提供しています。
約１５０名の利用者さんがおられ、1日３０件くらい訪問しています。訪問看護
ステーションの所長は訪問看護認定看護師の資格をもっています。

災害備蓄倉庫
当院は地域災害拠点病院として、災害時における患者の多数発生時（外来患者につい
ては通常時の5倍、入院患者については2倍を想定）に対応可能なスペースとベッド等
の備蓄を整えております。災害に備えて入院患者の３日分の食料・水や医療材料を備
蓄しています。
主な備蓄品として、救援用毛布1670枚、安眠セット50セット、緊急セット180セット、
救護班医療セット2セット、初動救護班用1セット、医薬品6700人分、停電時コンセン
ト・照明器具、放射線災害時対応機器等を準備し、その他に食料としてご飯など7884
食、缶詰2280缶、飲料水500 2000 960Ｌ、雑用水480ｔ等を確保しています
。赤十字救護班は、６個班と日本ＤＭＡＴ隊員3隊が災害時に向けて研修を受け待機を
しています。東日本大震災では被災県3県（岩手・宮城・福島）に対して発災当日から
9月までの間に救護班、病院支援、こころのケア要員として69名を派遣しました。



私たちと一緒に働きましょう

お待ちしてます


